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新規尿流測定装置を開発しました
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よろしくお願いいたします

札幌市医師会
白石本通り泌尿器科

笹井　優導

　平成27年６月１日、札幌市白石区本通６丁目北２

－１に白石本通り泌尿器科を開院いたしました笹井

優導と申します。平成８年札幌医科大学を卒業し、

開院前は旭川で勤務しておりました。もともと札幌

出身で、この度、縁あって札幌に戻ってまいりまし

た。原稿を書いている時点で、まだ患者数も少なく

なかなか厳しい状況ですが、地に足をつけて進んで

いきたいと思っております。

　自己紹介として趣味といえるような趣味もないの

ですが、出張等で本州に行った際、deepな感じの

狭い居酒屋に行くのを常としています。昼から飲ん

でいるような壮年男性や、競馬新聞を読みながら怖

い顔をしている若い男性などの隣の席に座り、周り

の客の会話に少々耳を傾けながら、その深い空気感

に浸かりストレスを解き放ちます。

　社会人になって初めて行った新橋の飲み屋で、隣

の席の男性がカウンターに肘を付いて、背中を丸め

ながらドーベルマンのような目をして、短くなった

タバコをふかしながら飲んでいるのを見て、この人

とは絶対にからめない、からんではいけないと思っ

た記憶があります。赤坂見附の立ち飲み屋では、土

地柄黒人の方が飲んでいたのですが、おしながきの

裏面が英語で書いてあり、国際都市を実感いたしま

した。久留米の居酒屋で焼酎を飲んでいたのですが、

青森の日本酒である田酒の純米大吟醸がメニューに

あり注文したところ、「燗つけますか」と言われ、

地方それぞれの文化の違いを痛感しました。

　一人医師で開院しましたので、今後なかなか出張

等は難しいですが、近場の店を開拓してひと時の安

らぎを求めたいと思っています。

　この度は皆様にごあいさつさせていただく機会を

いただきまして誠にありがとうございました。白石

地区の泌尿器科医療に貢献できるよう努力してまい

ります。今後ともご指導のほどよろしくお願いいた

します。

新規尿流測定装置を
開発しました

旭川医科大学医師会
旭川医科大学腎泌尿器外科

松本　成史

　昨今の高齢化社会の到来に伴い、中高年以上の男

性が排尿障害を訴える前立腺肥大症や、多くの女性

が悩んでいる尿失禁等の患者が急増しています。わ

れわれ泌尿器科医は、それらの診断・治療のために

日常的に尿流測定検査（D242-3 尿流測定：205点）

を実施しています。泌尿器科以外の先生方には聞き

慣れない検査かもしれませんが、泌尿器科を標榜す

る医療機関内に設置されている非常に簡易な検査装

置です。現行型の「センサ等一式を装備」した便器の

ような装置で、これに排尿して排尿量や尿流率を検

査します。患者にとっては病院内の検査室という特

殊な環境下で排尿する検査であり、普段の自然な排

尿を必ずしも反映しているとは言えませんでした。

　そこで「より自然な排尿をいつでもどこでも的確

に診断する」装置として、「独立動作可能なセンサ

等一式を排尿する人体の側に装備し、非接触間接計

測方式」で測定するという形態を考案し、新規尿流

測定装置として開発してきました。野球のスピード

ガンで球速を測定するように、具体的には「指嵌め

式」にした装置を排尿方向に向け、装置内の空中超

音波ドブラシステムで、尿流を外部から測定し、尿

流速度（尿流率）等を検査するものです。

　本装置は動作原理確認の段階から特許出願し、そ

の権利化を踏まえた上で、（独）科学技術振興機構

や文部科学省等の支援を得て試作品から製品化まで

尽力し、旭川医大、北海道臨床開発機構をはじめ関

係各位のご指導、ご協力のもと、産官学協働で約５

年をかけて研究・開発してきました。そしてこの度、

平成27年７月16日付で薬事承認され、製品として市

販される段階まで到達しました。

　本装置により患者自身が、自宅でもどこでも、普

段の排尿時に本装置で自律的に測定できるようにな

りました。今後、販売企業から、新規医療機器として

販売される予定です。泌尿器科医の充足していない

地域でも、また在宅でも使用できる可能性が秘めら

れており、大いに活用されることを祈っております。
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